防犯灯設置助成基準

１．定義

　　（防犯灯とは）夜間における道路歩行中に発生する犯罪及び事故等を未然に防止するための夜間照明器具

（街路灯とは）交通の安全と円滑化を図るため設置した照明器具

２．設置基準

・設置する防犯灯は、道路交通照明又は個人の家の門灯に該当しないものであること。

・設置する防犯灯から最も近い既設の防犯灯またはその他の照明器具との距離がおおむね５０ｍ以上離れていること。

・照明部は、２０ワット以下の蛍光灯と同等の照度で自動点滅器を備えた定額灯とすること。
・防犯灯を設置するための柱は、原則東京電力株式会社が設置する電柱又は東日本電信電話株式会社が設置する電話柱とすること。ただし、当該本柱が使用できない場合は専用の防犯灯柱を設置すること。
３．助成対象

　　　・新設、修理、建替及び蛍光灯の交換に関する経費とする。
　　　・修理、建替については、その必要が生じた場合実施するものとし、自治会での改修計画による大規模な建替、自治会間の道路等宅地が無い区間については、協議するものとする。
４．助成許可決定
・防犯灯設置助成金交付申請を受けたときは、設置基準に基づき現地調査を行い設置の可否を決定する。

５．その他

・設置基準を満たしているが、当該年度の助成金が終了し助成できない場合で、その後自治会の費用で設置した防犯灯は、設置後の維持管理（修理、建替及び蛍光灯の交換等）は助成の対象とする。なお、電気代についても町が負担する。

　　　・設置基準を満たしておらず、助成対象外となった場合で、その後自治会の費用で設置した防犯灯は設置後の維持管理（修理、建替及び蛍光灯の交換等）及び電気料についても自治会で負担する。
